
望月喜市の受章記念講演会

私の半世紀にわたるソ連・ロシア研究私の半世紀にわたるソ連・ロシア研究
ソ連の数理計画経済はなぜ機能しなかったのか？
ロシア社会はどん底から再生に成功したのか？

日時：2013年７月12日（金）18時～20時
会場：北大スラブ研究センター大会議室（4階）
司会：篠田優（極東研）、コメンテーター：田畑伸一郎(スラブ研)

入場無料です：参加者は直接会場へお出で下さい。
研究会後同所で懇親パーテイを行います。

学生500円、一般2000円

共催：北大スラブ研究センター（センター長　宇山智彦）
NPO法人ロシア極東研（代表理事　佐々木洋）

連絡先：☎0134-62-2578：NPO法人ロシア極東研事務局(du7k-mczk@asahi-net.or.jp)

ロシア研究を深化・拡大し次世代に伝えたい
この目でみた等身大のロシアを社会に伝えたい

講師紹介：一橋大理論経済博士課程卒：1962年（昭和37年）3月、同大学経済学博士取得1962年（昭和
42年）10月、37年～立命館大学、69年～小樽商科大学、78年～北大スラブ研究センター教授を歴任、
1994年定年退官、北大名誉教授となる。1973年から1年3カ月モスクワ大学経済学部で研修滞在後東欧
圏を視察して帰国。1994年～2003年北海道新聞情報研究所特別研究員、2009年2月25日ロシア科学
アカデミー極東支部経済研究所名誉教授、1980年から5年間社会主義経済学会幹事（現在の比較経済学
会、同学会員）、1985年以降北海道極東研究学会を組織（現在はNPO法人ロシア極東研理事）4月29日：
「瑞宝中綬章」を受章。主な著作に『計画経済と社会主義企業』、『ソ連経済の再生産構造』、編著『太平洋
新時代の日ソ経済』などその他、論文多数。

アムール川の夕景：明日も天気だ

岡田和也氏撮影 


